
地域の概要

猿払村は稚内市の南東に隣接した日本最北

端の村です。東西２８．６km、南北３４．４km、総面

積５８９．９７km２で、東部はオホーツク海に接す

る海岸が続き西部は丘陵・山岳地帯となって

いて、村の総面積の８割が森林で占められて

います。土壌条件は酸性褐色森林土に加え、

草地の開発、維持が難しい泥炭土や重粘土が

混在しています。

気象については、夏は３０℃を超える日もあ

りますが、暑い日は短く８月の平均気温が
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おらが故郷の経営自慢おらが故郷の経営自慢

後輩農業者を育てながら、自給飼料を生かした先進的酪農経営に挑む
―放牧を取り入れたフリーストール酪農の実践―
守谷学さん・恵里さん（酪農経営・北海道猿払村）

梅 木 亮

平成２８年度全国優良畜産経営管理技術発表会で最優秀賞（農林水産大臣賞）を受賞した守谷
学さん・恵里さんの経営を紹介します。

独立行政法人農畜産業振興機構 畜産業振興事業

守谷学さん、妻恵里さんと母の萬里子さん
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年次 飼養頭（羽）数 飼料作付面積 経営・活動の内容

平成10年 経産牛55頭 　52ha
守谷学氏就農
当時はつなぎ牛舎で飼養し、放牧も利用していた。12haの放
牧地を６～７牧区に分けて輪換放牧

平成17年 経産牛55頭 　72.5ha 離農跡地を引き受け、平成17年までに現在の飼料作付面積と
なる

平成18年 　 父が農作業事故のため亡くなる
労働力不足となる

平成20年 　 労働力不足解消、規模拡大を目的とした施設投資を始める
最初に母牛頭数確保のため育成舎を新設。投資額は1,500万円

平成21年
８月につなぎ牛舎の一部をアブレストパーラー（６ユニット）
に改修。投資額は1,000万円
改修中は昼夜放牧や古い育成舎を活用した

　
11月に80床のフリーストール牛舎を新築。投資額は6,400万円
（うち半額補助）
併せてラグーン設置、基盤整備実施。投資額2,000万円

平成22年 経産牛75頭
育成牛50頭

85ha
（うち借地12.5ha）現在の頭数規模になった

平成21年～
平成25年

３～４年かけて現在のスタイルを確立
・TMRの内容を試行錯誤し、シンプルなメニューを考案
・日中放牧に変更

～

１８．６℃と冷涼です。降水量は１番草の生育期

である５～７月は４０mm／月以下と少なく、

時々、牧草の生育に影響するほどの干ばつに

見舞われることがあります。冬の積雪量は１００

cm前後ですが、時折激しい吹雪で交通が遮断

されるので、搾乳や集乳に支障をきたさない

ように酪農関係者は苦労しています。

主要な産業は、水産業と農業です。水産業

ではホタテの水揚げ地として知られ、ホタテ

の漁獲量では日本一となっており、ホタテの

加工産業が地域の商工業を支えています。

猿払村の農業は、ほぼ酪農のみで、６５戸で

７７５０頭を飼養、１戸当たり１２０頭の乳牛を飼

養しています。生乳生産量は４万１３００ｔで、

１戸当たり約６７０ｔと、宗谷管内の平均約５００

ｔより規模の大きな経営となっています。そ

の背景には、村内に３つのTMRセンターがあ

り、これを中核として協業経営や大型経営が

存在していることがあげられます。また、耕

地面積５６１５haのほとんどが牧草で、１戸当た

り面積は平均８６haとなっています。乳牛１頭

当たりでは０．８４haとなり、同じ酪農専業地帯

である根室地域の０．５４haと比較して、かなり

広い草地面積を抱えています。

経営・活動の推移

フリーストール牛舎外観

2016.12.15 No.325 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

2



経
営
概
要

労働力員数
（畜産・2000hr換算）

家族・構成員 ３人
雇用・従業員 1.4人

経産牛平均飼養頭数 72.5頭
飼料生産 実面積 8,500a
年間総販売乳量 694,378㎏
年間子牛販売頭数 45頭
年間育成牛・初妊牛販売頭数 ４頭
年間肥育牛販売頭数 0頭

収 

益 

性

所 得 率 29.1％

経産牛１頭当たり生産費用 852,448円

生 

産 

性

牛
乳
生
産

経産牛１頭当たり年間産乳量 9,578㎏
平均分娩間隔 13.7ヵ月
受胎に要した種付回数 1.8回
平均産次数（期首） 3産
平均産次数（期末） 2.8産
牛乳１kg当たり平均価格 94.4円
牛乳１kg当たり生産費 69.9円
乳飼比（育成・その他含む） 24.8
乳　脂　率 3.96％
乳蛋白質率 3.18％
無脂乳固形分率 8.66％
体 細 胞 数 7.3万個/ml
借入地依存率 14.7％
飼料ＴＤＮ自給率 57.8％
乳飼比（育成・その他含む） 24.8％

経営管理・生産技術の特色

【フリーストール牛舎＋放牧で労働負担軽減】

フリーストール牛舎での飼養に放牧を取り

入れ、労働負担軽減を図っています。その効

果として、放牧期の除ふん回数は１日１回

（舎飼期は１日２回）、敷料追加の回数は１０日

に１回で済んでいます（舎飼期は５日に１

回）。また放牧管理に手間をかけない技術も

随所に見られます。そのため経産牛７５頭、育

成牛５０頭を飼養していますが、常時作業する

者は経営主と従業員の２名で、母は朝夕の搾

乳と哺乳、妻は毎朝２時間程度の牛床ベッド

メイク、搾乳作業（従業員が休日の時は７時

間程度の作業）で済み、家庭に専念させるこ

とができています。

平成２７年の経産牛１頭当たり家族労働時間

は７８．５１時間であり、平成２６年度牛乳生産費

調査による同等規模経営の搾乳牛１頭当たり

家族労働時間が９６．４２時間（北海道の搾乳牛

頭数５０～８０頭未満の経営）であることと比べ

ても、雇用労働力も生かしながら労働負担軽

減を実現しているといえます。

【放牧を効果的に活用し乳飼比を抑えながら

高泌乳・高所得を実現】

守谷さんの経営は、経産牛の１日の乾物摂

取量に占める放牧草採食量が春先で約４割に

達すると推定され、十分に放牧草を採食させ

ているといえますが、一方で放牧時間を１日

１０時間にし、牛舎でTMRを給餌することで高

泌乳を実現しています。

平成２７年の経産牛１頭当たり乳量は９５８０kg

に達しており、かつ乳飼比（経産牛）は２２％

と非常に低い。経産牛１頭当たり所得は２９．４

万円であり、平成２６年農業経営統計調査によ

る同等規模経営の搾乳牛１頭当たり農業所得

が１９．２万円（北海道の搾乳牛頭数５０～８０頭未

満の経営）であることから、かなりの高所得

（表）経営実績（平成２７年）

牧草を飽食する放牧牛
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を実現していると言えます。

【手をかけない放牧管理技術】

５月中旬から１０月中旬まで１日１０時間の放

牧を実施しており、昼間放牧としては長い放

牧時間を確保しています。利用面積は放牧専

用地１２ha、１番草収穫後の兼用地７ha、２番

草収穫後の兼用地１３ha（３番草を収穫する年

は放牧利用はしない）です。兼用地は放牧専

用地と１週間交替で利用しています。

放牧地は牧区を分けてはいないため、管理

作業が軽減されています。一方で不食草は目

立たず、掃除刈りは放牧終了後に１回行うだ

けで済んでいます。動線についてもフリース

トール牛舎からそのまま放牧地へ移動できる

ように整備されており、牛の出し入れの手間

がほとんどありません。

【草地へのこだわり】

北海道では収穫適期の期間が長く２回刈り

で済むチモシーの作付けが多いが、天北地域

特有の干ばつによりチモシーの生育が停滞す

るため、地下茎型イネ科雑草が優占し植生悪

化の原因となっています。そこで関係機関で

は、チモシーより干ばつに強く地下茎型イネ

科雑草に競合力で勝るオーチャードグラスと

ペレニアルライグラスの混播を勧めています

が、収穫適期の期間が短く３回刈りが基本で

あることから普及が進まない状況にあります。

守谷さんの経営ではオーチャードグラスと

ペレニアルライグラスの混播草地を４戸共同

による短期間の収穫作業により適期に収穫

し、高品質なサイレージを確保しています。

また、晩秋まで生育するペレニアルライグラ

スの混播により１０月中旬までの放牧を実現し

ています。

また同地域では、１経営体当たりの草地面

積が大きいため十分な施肥が行われていませ

んが、守谷さんは草地が雑草化しないために

は十分な施肥が必要と考えており、春先・１

番草収穫後・２番草収穫後の３度にわたり適

切な量の施肥を行い、併せてライムケーキを

毎年散布しています。

守谷さんは適期収穫と適正施肥による高品

質な自給飼料の確保によって飼料自給率を高

め、天北地域における広大な面積を経営の強

みに変えています。

【スラリーの使い分け】

スラリーは全量草地に還元していますが、

スラリーの固形物が草に付着するとサイレー

ジ発酵品質が低下し嗜好性を落としてしまう

ため、春先と１番草収穫後に撒くスラリーに

ついては、スカム（ラグーン上に浮かんでい

る固形物）下の液体をポンプアップすること

で原料草へのスラリー固形物の付着を防止し

ています。また、スラリーを撒いた草地の化

成肥料は加里を減肥し、加里過剰を防いでい

ます。晩秋に撒くスラリーは翌春の原料草に

フリーストール牛舎内部
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影響しないためスカムも一緒に撒いています。

【放牧草の状態に合わせた給餌メニュー】

１群管理のため給餌メニューは１種類で、

濃厚飼料は３種類だけと非常にシンプルな内

容です。これは牛ごとに栄養要求量の違いは

ありますが、牛が自ら必要な分の放牧草を採

食し調整するという考えに基づいています。

また、放牧草の状態や牛舎に早く帰ってく

るなど牛の行動によって放牧草が足りないと

判断した場合は、濃厚飼料の量は増やさずサ

イレージだけを増やして自給飼料の摂取量維

持に努めています。粗飼料主体のメニューに

より、飛び出し乳量を低く抑え、牛への負担

を減らし、繁殖性の向上と泌乳持続性を維持

させる狙いもあります。さらに変化の少ない

シンプルな給餌メニューが牛の第一胃恒常性

を保ち、乳牛の健康につながっています。

TMRセンター、コントラクター、
耕畜連携等の活用状況

４戸で共同利用組織を作り、１番草、２番

草、３番草の細切サイレージ収穫、運搬作業

を共同で行っている。収穫機械は全て共同利

用組織で所有しています。

フリーストール牛舎のスラリー散布につい

ては、晩秋の散布のみコントラクターに委託

しています。育成牛は２０頭程度、公共牧場に

通年預託している。預託時の月齢は８～９ヵ

月齢で、妊娠鑑定でプラスになった後、守谷

牧場に受け入れる空きができたら戻ってきま

す。耕畜連携については、所在する猿払村で

は酪農専業経営が大半を占めているため行わ

れていません。

地域に対する貢献

家畜排せつ物は、フリーストール牛舎は全

量スラリーとしてラグーンに、育成舎とアブ

レストパーラーに改造したつなぎ牛舎分は堆

肥舎に堆肥として貯蔵され、圃場への散布を

行っています。猿払村は漁業も盛んな地域で

あり、家畜排せつ物による汚染に対して十分

な配慮が求められるが、適切に処理されてお

り苦情等はありません。

新規就農受入推進協議会より研修生を常時

１名１年契約で受け入れており、従業員住宅

を牧場内に用意し、後進の指導に当たってい

ます。過去に３名が守谷牧場での研修を終え

てるが、うち２名は猿払村に残りヘルパーと

して活躍し、１名はデンマークで研修生とな

りました。

このように新規就農を目指す若者の研修の

場となっていますが、多様な酪農の経営形態

があることから、守谷さんは考えや手法を押し

つけるのではなく、自らが考えて将来築きた

い酪農の姿を描けるようにと導いています。

５９戸が所属するヘルパー組合の組合長とし

て組織の調整に努め、人材の確保も行ってい

ます。北海道農業士として、セミナー講師や

宗谷農業改良普及センター主催のルーキーズ

カレッジ（新規就農希望者などを対象とした

研修会）の講師を引き受け、生産技術の普及

や酪農家との意見交換、若手農業者の指導も

行っています。また地域関係機関や生産者の

信頼が厚く、平成２９年度の北海道指導農業士

に推薦することが決まっています。
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生活視点の配慮

労働負担の軽減により、妻は毎朝２時間程

度の作業と従業員が休日のときの搾乳作業の

み、母は朝夕の搾乳作業と哺乳作業のみに従

事し、その他の時間は家庭に専念できていま

す。妻は猿払村の若手女性グループ「ペコの

会」に参加し、チーズの加工ゼミ等を受講し

たり、母は近隣の生産者と農産物加工に取り

組み、妻と母がともに自家の生乳を利用して

食生活に取り入れています。

研修生には牧場内に住宅を用意することで

通勤の負担を減らし、また休暇については希

望に応じて連休が取れるように配慮も行って

います。

将来の方向性

現在、搾乳はつなぎ牛舎を改造したアブレ

ストパーラーで行っているため、近いうちに

パーラーを新設したいと考えている。酪農経

営は労働力、飼養頭数、草地面積のバランス

が最も重要と考えており、現状の規模を維持

したい意向です。

後継者については長男がまだ１２歳であるた

め未定であるが、後を継いでもらいたいと考

えています。

経営への支援活動

酪農畜産協会では、東宗谷農協猿払支所に

おいて平成２６年より酪農経営支援システムに

よる経営分析を実施しています。この分析結

果（全道、猿払支所、当該経営）を地元に返

しており、経営の参考となっています。猿払

支所の酪農経営支援システム利用は今後も継

続の予定です。父親の死亡後、経営継続のた

めにつなぎ飼養からフリーストールによる規

模拡大という大きな経営転換を図ったが、投

資に当たっては農協の経営指導および関係機

関の支援により制度資金（近代化資金、農業

経営強化資金）を借り受けました。

就農と同時に、さるふつ村楽農塾（４Hク

ラブ）に入会、平成１９年に北海道農業士に認

定されるなど農業改良普及センターと密接な

交流があり、その助言を受けながら草地管理

や飼養管理技術について仲間とともに研鑚を

図ってきました。

牧草の収穫を共同で行う４戸は、地域特性

を考慮し、オーチャードグラスを中心とした

牧草栽培を行っています。また、守谷さんの

放牧技術はシンプルかつ合理的です。

こうした牧草栽培や放牧の技術や考え方

は、就農後の研究と経験によって積み上げら

れたものですが、試験場や農業改良普及セン

ター、放牧研究会などからの情報も少なから

ず貢献しています。

（筆者：（一社）北海道酪農畜産協会 経営支援部 技師）

搾乳ユニット
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本実績点検の概要

（１）本実績点検は、畜産特別資金融通事業

実施要領に基づき、平成２７年度（１月～１２月）

の経営改善計画の進捗状況を把握し、その後

の指導につなげることを目的に道府県畜産協

会等が実施しているものです。

（２）この点検結果について、２３道府県畜産

協会等からの報告に基づき１，０２９戸【畜産特

別資金〔特別支援資金、（新）特別支援資金、

改善緊急支援資金等〕および維持緊急支援資

金】の取りまとめを行いました。

集計・取りまとめ方法

（１）道府県畜産協会等から報告されたデー

タ「実績点検集計表」を集計システムソフト

により、畜産特別資金および緊急支援資金ご

とに大家畜〔酪農、肉用牛（肉専繁殖、肉専

肥育、乳用肥育、哺育育成）〕、養豚（繁殖、

一貫、肥育）のデータ集計表を作成しました。

（２）（１）のデータ集計表を酪農、肉用牛、

養豚ごとに集計し、計画に対する進捗状況に

ついて取りまとめを行いました。本号ではそ

の中から酪農と肉用牛経営の取りまとめ結果

について掲載します。

結果概要

【平成２７年度における畜産特別資金等借入者

の計画達成に係る実績点検結果要旨】

○酪農経営の実績については、全国計（一戸

当たり）では畜産部門収入は年間計画を達

成している反面、畜産部門支出も同計画を

上回ったが、償還財源が確保されている状

況。なお、疾病・死亡等により搾乳頭数が

減少、素牛価格の高騰により導入頭数が減

少および自給飼料の品質低下等により生乳

生産量が減少するなどの影響を受けて償還

財源が確保できない農家もみられる。

○肉用牛経営の実績については、全国計（一

戸当たり）では畜産部門収入は年間計画を

達成している反面、畜産部門支出も同計画

を上回ったが、償還財源は確保されている

状況。なお、疾病・死亡等により出荷頭数

が減少、繁殖率の低迷、素牛価格の高騰な

どの影響を受けて償還財源が確保できない

農家もみられる。

○養豚経営の実績については、全国計（一戸

当たり）では畜産部門収入は年間計画を達

成している反面、畜産部門支出も同計画を

上回ったが、償還財源は確保されている状

平成２７年度における畜産特別資金等借入者の計画達成に係る
実績点検結果の概要について①（酪農・肉用牛経営）
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況。なお、疾病・死亡等により出荷頭数が

減少するなどの影響を受けて償還財源が確

保できない農家もみられる。

酪農経営

ア 計画に対する進捗状況

① 報告があった農家数５１８戸の一戸当た

りの実績は、飼養頭数は９９．５頭（計画対

比９７．８％）で、畜産部門収入は６２，６４８千

円（同１０４．１％）、畜産部門支出は５４，０７６

千円（同１０３．２％）、家計費は６，４４０千円

（同１０５．０％）となり、償還財源は５，７３１千

円（同１０９．２％）と計画を達成している。

② 北海道の一戸当たりの実績は、飼養頭

数は１１４．９頭（計画対比９８．２％）で、畜産

部門収入は６６，４６５千円（同１０３．７％）、畜

産部門支出は５７，６７６千円（同１０２．６％）、

家計費は７，２８５千円（同１０５．６％）とな

り、償還財源は６，０５２千円（同１０９．６％）

となっている。

③ 一方、府県の一戸当たりの実績は、飼

養頭数は５５．０頭（計画対比９５．８％）で、畜

産部門収入は５１，５９７千円（同１０５．９％）、

畜産部門支出は４３，６５５千円（同１０５．８％）、

家計費は３，９８８千円（同１０２．３％）とな

り、償還財源は４，７９９千円（同１０７．５％）

となっている。

④ 全国の償還財源の進捗率は、９０％未満

の農家が１６３戸（３１．５％）、９０～１００％未満

が４３戸（８．３％）、１００％～１１０％未満が８２

戸（１５．８％）、１１０％以上が２３０戸（４４．４％）

となっている。

イ 計画に対して進んでいない要因等（主な

事例：以下同じ。）

〔畜産部門収入〕

① 飼養等管理不足により生乳出荷量・販

売収入が減少

・妊娠鑑定を行わないなど飼養管理不足

により分娩間隔が大幅に伸び繁殖成績

が低下

・資金不足から牛の導入ができなかった

ことや、自家保留のみでは頭数が維持

できず、飼養頭数が減少

・素牛高騰により搾乳牛の導入が難し

く、経産牛の更新・確保ができず、飼

養頭数が減少

・生活費を工面するために成牛や育成牛

を販売したことによる飼育頭数が減少

（単位：千円、％）

区 分 資 金 名 集計戸数 飼養頭数 畜産部門収入 畜産部門支出 家計費 償還財源
（平均）計画対比（平均）計画対比（平均）計画対比（平均）計画対比（平均）計画対比

北海道
畜産特別資金 ２３４ １２０．９ ９８．５ ７０，４０４ １０２．９ ６２，１５４ １０１．５ ７，０７３ １０３．５ ６，１４８ １１３．０
緊急支援資金 １５１ １０５．６ ９７．６ ６０，３６２ １０５．１ ５０，７３８ １０４．７ ７，６０８ １０８．７ ５，９０４ １０４．５

計 ３８５ １１４．９ ９８．２ ６６，４６５ １０３．７ ５７，６７６ １０２．６ ７，２８５ １０５．６ ６，０５２ １０９．６

府 県
畜産特別資金 ４１ ５８．９ ９５．６ ６０，５１４ １０９．６ ５１，５９９ １０６．１ ４，６２４ １０６．２ ４，５４１ １４７．４
緊急支援資金 ９２ ５３．３ ９５．９ ４７，６２３ １０３．９ ４０，１１４ １０５．６ ３，７２３ １００．４ ４，９１４ ９６．８

計 １３３ ５５．０ ９５．８ ５１，５９７ １０５．９ ４３，６５５ １０５．８ ３，９８８ １０２．３ ４，７９９ １０７．５

計
畜産特別資金 ２７５ １１１．７ ９８．３ ６８，９２９ １０３．７ ６０，５８０ １０２．１ ６，７２１ １０３．７ ５，９０９ １１６．２
緊急支援資金 ２４３ ８５．８ ９７．２ ５５，５３９ １０４．７ ４６，７１６ １０５．０ ６，１２９ １０６．７ ５，５２９ １０１．８

計 ５１８ ９９．５ ９７．８ ６２，６４８ １０４．１ ５４，０７６ １０３．２ ６，４４０ １０５．０ ５，７３１ １０９．２

（表１）酪農経営の資金別計画達成の進捗状況（一戸当たり）
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・抗生物質が生乳に混入したことによる

生乳廃棄（他の生産者への実費弁償も

発生）

・家族の病気入院等により労働時間が制

約され、飼養管理不足による繁殖成績

が低下

② 疾病、死亡等により飼養頭数・生乳生

産量が減少

・疾病により死亡等から搾乳頭数が減少

〔マイコプラズマ、サルモネラ病、白

血病、肢蹄病、肺炎、心不全、周産期

病、ヨーネ病（法定伝染病）〕

・分娩後の事故等により搾乳頭数が減少

（分娩後の起立不能、乾乳期の削蹄に

より事故、繁殖障害等）

・乳房炎の発生による廃牛、廃棄乳量が

増加、また乳質ペナリティが多額に発生

・牛のボディコンディションが崩れてし

まい搾乳牛の栄養不足

・台風の被害により牛舎屋根が破損し、

給餌場が雨風にさらされるなど牛舎環

境の悪化

③ 粗飼料の品質低下等により生乳生産量

が減少

・サイレージの品質低下で採食量が低下

・雨天などで粗飼料の収穫が遅れるなど

から品質が低下

・保管粗飼料が管理不十分から地面から

土壌菌が侵入、気がつかず給与を続け

たことから治療牛が多発

・雑草が混入した粗悪な粗飼料を給与

・デントコーンが連作の影響から、まと

もに成長せず収穫量が大幅に減少

〔畜産部門支出〕

・家族の病気等による労働力の不足を補

うためのパート雇用

・台風や落雷の被害による畜舎の屋根や

ボイラーの修理費

・トラクターの修繕費や老朽化による購

入費

・草地改良のための肥料費

・家族の体調不良や天候不順による粗飼

料不足から購入飼料が増加

〔家計費・その他〕

・家族の病気等による院費等

・教育費

・農外収入の減少

ウ 地域で実施した指導と今後の対応

① 経営・資金管理等の指導

・月次の実績管理による異常の早期把握

と対策やコスト意識の自覚

・地域ブランドの販売強化の取り組みに

対する地域行政機関および農協による

支援

・関係機関の担当者と経営主を交えた経

営検討会を毎月開催し助言指導を実施

・JA融資担当による経営収支・生活支出

の確認及び営農センター職員による巡

回指導

・返済財源を確保するために毎月の積立

ての実施

・家計簿の記帳を徹底

② 飼養技術・管理等の指導

・雌雄判別精液を活用した育成牛の安定



2016.12.15 No.325 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

10

確保による計画的な母牛更新と適正頭

数の維持

・個体別に繁殖状況（妊娠鑑定、長期不

受胎牛等）を点検・記録による情報の

共有化と分娩間隔の短縮

・農機具の長期利用のため、使用後のメ

ンテナンス及び保管管理の徹底

・飼料給与ロスを軽減するため飼槽のか

さ上げ

・指導班（専任コンサル、畜産協会、普

及センター、経済連、JA）の継続的な

コンサルによる技術の底上げ

③ 疾病、事故低減対策等の指導

・乳房炎の予防と乳質改善のためにミル

キング診断事業の実施

・分娩後等の事故改善のために牛床マッ

ト設置

・牛舎内の高温防止対策として、細霧装

置の設置、牛舎屋根への石灰散布塗装

・乳房炎の抑制対策として、滅菌処理し

た敷料の利用、牛床への石灰散布

・牛舎内外の掃除、ふん尿の片付け、給

水装置の確認等による環境整備の徹底

・乳質改善のため、JA職員による搾乳立

会の実施

・牛群検定結果に基づく良質乳の生産

と、体細胞ペナルテイーの削減

④ 自給飼料の確保等の指導

・粗飼料の適期収穫による収穫量と良質

粗飼料の確保

・自給飼料の生育点検を実施

・草地更新による良質粗飼料の確保

・自給飼料の栽培面積の確保

エ 県協議会の指導・支援事項

① 経営・資金管理等の指導

・県協議会において、計画書の内容検討

および借受者に対しヒアリングを実施

・定期的に開催される地域指導班会議に

参画し、月次データを基に計画に対す

る実績の検証と生産技術面からの指導

・濃密指導対象の借受者について、毎月、

現地指導班が開催する現地検討会並び

に現地指導に参画して支援指導

・来年度から償還が始まるので、猶予は

ないことを自覚した経営改善

② 飼養技術・管理等の指導

・自家育成による搾乳牛頭数の確保

・給水、飼料給与、堆肥の搬出、削蹄等

の基本的な飼養管理の徹底

・牛群検定データの活用による長期不受

胎牛の把握と早期対応

・繁殖成績の向上のため、牛の個体ごと

の発情周期、発情予定日の事前予測と

観察の徹底

③ 疾病、事故低減対策等の指導

・雨水により牛体、牛床の濡れ、飼槽の

腐敗や破損等の改善

・白血病について、家畜保健所の指導と

全頭検査を実施

・乳質（体細胞）が悪く乳価が安いた

め、乾乳期の管理、搾乳手順を検討

④ 粗飼料の増産等

・デントコーン等の作付けによる粗飼料

の確保
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・牛の体調管理のため、牧草及び土壌の

ミネラルバランス等の分析

・冬期の圃場への尿散布について、コン

プレッサーによる尿のばっ気を行うな

どカリ過剰（偏り）の改善

・草地面積を最大限に活用した自給飼料

の増産

肉用牛経営

ア 計画に対する進捗状況

① 報告があった農家数４３７戸（経営形態

別：肉専繁殖２３５戸、肉専肥育１７６戸、乳

用肥育１８戸、哺育育成８戸）の一戸当た

りの実績は、飼養頭数は１４３．５頭（計画対

比９７．４％）で、畜産部門収入は７９，５５１千

円（同１０５．４％）、畜産部門支出は７１，２５３

千円（同１０３．７％）、家計費は３，２８８千円

（同１０５．３％）となり、償還財源は９，２２４千

円（同１１６．８％）と計画を達成している。

② 北海道の一戸当たりの実績は、飼養頭

数は２６０．４頭（計画対比１００．６％）で、畜

産部門収入は１０５，８４０千円（同１０５．０％）、

畜産部門支出９３，７７２千円（同１０４．４％）、

家計費は６，１３４千円（同１１３．０％）とな

り、償還財源は１３，９６６千円（同９８．７％）

となっている。

③ 府県の一戸当たりの実績は、飼養頭数

は１３５．２頭（計画対比９６．９％）で、畜産

部門収入は７７，６８２千円（同１０５．４％）、畜

産部門支出は６９，６５３千円（同１０３．６％）、

家計費は３，０７２千円（同１０４．２％）とな

り、償還財源は８，８８７千円（同１１９．３％）

となっている。

④ 全国の償還財源の進捗率は、９０％未満

の農家が１６８戸（３８．４％）、９０～１００％未満

が２２戸（５．０％）、１００％～１１０％未満が４０

戸（９．２％）、１１０％以上が２０７戸（４７．４％）

となっている。

イ 計画に対して進んでいない要因等

〔畜産部門収入〕

① 飼養管理不足等により販売頭数・販売

収入が減少

・早出し出荷による枝肉重量が低迷し販

売金額が減少

・昨年の繁殖成績の低下から販売頭数が

減少

・素畜価格の高騰により、導入を控えて

いたために販売頭数が減少

（単位：千円、％）

区 分 資 金 名 集計戸数 飼養頭数 畜産部門収入 畜産部門支出 家計費 償還財源
（平均）計画対比（平均）計画対比（平均）計画対比（平均）計画対比（平均）計画対比

北海道
畜産特別資金 １９ ３４９．６ １０１．３ １４０，０７２ １０４．４ １２６，５０７ １０４．８ ６，６６４ １１２．１ １７，９９８ ９５．５
緊急支援資金 １０ ９１．０ ９５．９ ４０，７９９ １０９．２ ３１，５７５ １０１．３ ５，１２８ １１５．３ ６，３０５ １２０．２

計 ２９ ２６０．４ １００．６ １０５，８４０ １０５．０ ９３，７７２ １０４．４ ６，１３４ １１３．０ １３，９６６ ９８．７

府 県
畜産特別資金 ９３ １９１．２ ９６．９ １０２，６５６ １０７．１ ９７，１７５ １０５．５ ３，７４４ １０１．３ ４，９７３ １０８．６
緊急支援資金 ３１５ １１８．７ ９６．９ ７０，３０９ １０４．８ ６１，５２７ １０２．７ ２，８７０ １０５．４ １０，０４２ １２１．０

計 ４０８ １３５．２ ９６．９ ７７，６８２ １０５．４ ６９，６５３ １０３．６ ３，０７２ １０４．２ ８，８８７ １１９．３

計
畜産特別資金 １１２ ２１８．０ ９８．１ １０９，００４ １０６．５ １０２，１５１ １０５．４ ４，２６２ １０４．１ ７，１８３ １０２．６
緊急支援資金 ３２５ １１７．８ ９６．９ ６９，４０１ １０４．８ ６０，６０６ １０２．７ ２，９４５ １０５．９ ９，９２７ １２１．０

計 ４３７ １４３．５ ９７．４ ７９，５５１ １０５．４ ７１，２５３ １０３．７ ３，２８８ １０５．３ ９，２２４ １１６．８

（表２）肉用牛経営の資金別計画達成の進捗状況（一戸当たり）
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・複合経営（園芸部門）のため、牛の管

理面まで十分手が行き届かず、繁殖牛

の発情見逃し等による受胎率が低下

・牛舎環境などが悪化しているほか、個

体管理が不十分なため事故率が上昇

② 疾病、死亡等により販売頭数が減少

・母牛が白血病等で死亡したことにより

飼養頭数が減少

・疾病による出荷不可牛や事故の発生に

より出荷頭数が減少

・導入初期の死亡率が悪化及び肥育成績

の低迷

・牛舎の壁に使っていた塗料から鉛中毒

により死亡

・密飼いを避けて発育不良を解消するた

め親牛の頭数見直し

・分娩時の事故等で子牛の死亡が多発

〔畜産部門支出〕

・素畜費の高騰

・農機具の修理費や台風による畜舎破損

の修繕費等

・預託牛の精算金が増加

・天候不良による粗飼料の収穫量減少に

伴う飼料購入費が増加

・農地の造成費

〔家計費・その他〕

・家族の入院・通院費用

・子供の教育費

・車のローン、自動車保険等

ウ 地域で実施した指導と今後の対応

① 経営・資金管理等の指導

・牛の有利販売を推進するため、出荷時

期や販売先をJA担当者や関係機関と協

議

・預託牛制度がなくなり、素畜の導入資

金はJA貸付金により対応

・購入飼料の支払いを６ヵ月サイト（無

利子）で実施

・組合及び関係機関による毎月の育成牛

の体重測定および技術・経営指導

・農業経費の把握のための記帳による経

営管理の継続を指導

・営農口座による収入・支出の一元管理

を継続実施

・実績検討会を実施し未収金の残高管

理、子牛販売時に償還財源確保に向け

進捗管理

② 飼養技術・管理等の指導

・枝肉重量及び肉質の技術の向上のた

め、各種研修会及び共励会に積極的に

参加

・繁殖成績向上と夏場の作業軽減のた

め、牛舎近くの水田放牧や市営牧野の

利用

・繁殖成績の向上のため、JAによる発情

発見機械の導入・貸付けを実施

・繁殖牛の増頭に向け自家保留牛の確保

・素畜導入時に本人の選定眼の高揚を目

的に本人主導による素畜選定

・飼養管理のレベルアップを図るため、

飼料給餌量の計量

・上物率・枝肉重量の成績向上のため体

重測定

・購入飼料の削減のため、高タンパク育
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成用配合飼料を活用して給与量の削減

③ 疾病、事故低減対策等の指導

・消毒、立入制限の徹底（一般者の立入

制限、立入記録簿の作成、牛舎入口の

消毒漕の設置および長靴交換等）

・家畜保健所の指導による白血病対策

（年２回の採血による確認、分離放牧等）

・子牛の事故防止の注意喚起のためにJA

担当者の定期訪問

・疾病や肥育不良牛を早期発見・改善す

るために夜間見回り

・初生牛等の事故防止のため、個体観察

の徹底と牛舎環境の確認（牛床、飼槽、

水槽および通路等の清掃等）

④ 自給飼料の確保等

・自給粗飼料の確保のために稲ワラやデ

ントコーンの利用・促進

・良質な粗飼料の確保のために水田での

牧草、飼料稲の栽培を拡大

・草地の土壌改善のため土壌診断を実施

・粗飼料の確保のために生産組合に加入

し、稲WCS作りの取り組み

・耕作放棄地の利用により飼料作物面積

を拡大

・飼料コストの削減を図るために自家粗

飼料の収集とJAでの放牧事業の活用

エ 県協議会の指導・支援事項

① 経営・資金管理等の指導

・県協議会において、計画書の内容検討

及び借受者に対するヒアリングを実施

・金融部門と畜産指導部門が一体となっ

て月次モニタリングの実施

・地域指導班会議に参画し、計画に対す

る実績の進捗状況並びに課題に対する

改善状況の確認

・家畜異動状況（成牛および育成牛、子

牛の生産・導入・販売・死亡廃用等）

記録記帳の徹底及び定期的な報告

・新規投資は、原則、審査会の合議事項

となることを周知（事前に融資機関に

必ず相談）

・償還財源確保に向けた積立て

② 飼養技術・管理等の指導

・妊娠鑑定の実施による分娩間隔の短縮

・自家育成牛の確保による母牛頭数の維

持

・母牛の栄養管理（授乳期、維持期、分

娩準備期）およびボディーコンディ

ションのチェック

③ 疾病、死亡低減対策等の指導

・疾病の予防対策について、牛舎の補修

や敷料の早期交換など牛舎環境の改善

・事故率の改善のため、観察による異常

牛の早期発見、早期治療の徹底

・牛の肺炎感染リスクの低減のため、母

牛へのワクチン接種と分娩房の清掃

④ 粗飼料の増産等

・採草地の肥培管理及び適期刈取りによ

る良質粗飼料の確保

・草地のミネラルバランスの改善のた

め、苦土石灰等の散布

・草地更新による良質粗飼料の確保

・牧草の余剰分について、販売用に収穫

することを検討
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［平成28年10月分］

（表１）補塡金単価の算定（全国） 単位：円／頭
区 分 肉専用種（地域算定県を除く） 交 雑 種 乳 用 種

粗収益 A １，２７６，８３４ ７５５，０９１ ４４８，５８３
生産コスト B １，０５１，８０８ ７４３，７３８ ５０５，２５０
差額 C＝A－B ２２５，０２６ １１，３５３ △ ５６，６６７
暫定補塡金単価 D＝C╳０.８ ― ― ４５，３００
補塡金単価（概算払） D－４，０００ ― ― ４１，３００
注：平成２６年４月分から、消費税抜きで算定しています。

１００円未満切り捨て

平成２８年１０月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業
実施要綱附則９の概算払の補塡金単価について、表１および表２の通り公表しました。
また、平成２８年１０月に販売された生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛に適

用する補塡金単価については、表３の通り公表しました。
なお、補塡金単価の確定値については、平成２９年２月上旬に公表する予定です。

（表３）補塡金単価（概算払）（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）
単位：円／頭

肉専用種 交 雑 種 乳 用 種
― ― ３０，９００

注：補塡金交付額に見合う財源が不足する場合等、上記補塡金単価を減額することがあります。

（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）
の補塡金単価（概算払）について

（表２）補塡金単価の算定（地域算定県・肉専用種）※ 単位：円／頭
岩手県（日本短角種） 広島県 福岡県 佐賀県 長崎県

― ― ― ― ―
熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県

― ― ― ― ―
※ 各県の算定結果です。
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システム開発の背景

システムの概要

システムの製作法

水田や耕作放棄地を利用した家畜の放牧では、家畜の飲水確保が必須条件の一つですが、
近くに水源がない場合はタンクなどに水を入れて頻繁に運搬・供給する必要があります。水
源が確保できる状況でも水源が放牧地より低い位置にある現場では、エンジン式動力などに
よる取水・給水が必要となり、家畜の飲水管理の省力・軽労化技術の開発が求められていま
した。そこで、放牧地の多くに導入されている電気牧柵用のソーラーパネルとバッテリーを
電源として活用し、直流電源で駆動する揚水ポンプによって家畜飲水を自動供給するシステ
ムを開発しました。
なお、本研究成果の一部は、攻めの農林水産業の実現に向けた革新的技術緊急展開事業

（H２６－２７）「効率的な家畜管理・草地管理法導入による公共牧場および繁殖農家の生産性向
上技術の実証」において得られたものです。

本システムは、直流ポンプ、発電・蓄電制
御のための充放電コントローラ、飲水槽など
の水位制御のためのフロートスイッチ、ポン
プのON－OFF制御のためのポンプコントロー
ラで構成されており，電気牧柵システムと組
み合わせて利用します（図１）。
直流ポンプはダイヤフラム方式であり、

１００m離れた高さ２０mの場所に１時間あたり約
４００ℓの水を送ることができます。

システムを構成する各機器・器具類は、す
べて市販品です。ポンプシステムに用いる４
種の機器一式は約６．５万円（２０１６年３月時点の価格）で販売されています。ポンプシステム
の組み立ては、それぞれの機器を板およびコンテナに取り付けた後、機器を結線します。現

太陽光エネルギーを活用した「家畜飲水自動供給システム」
農研機構畜産研究部門 中尾 誠司

（図１）家畜飲水自動供給システムの概要
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放牧現地におけるシステムの導入

（筆者：（国研）農研機構畜産研究部門
草地利用研究領域）

場において、装置に給・送水管
やバッテリー、ソーラーパネル、
電気牧柵器と接続することで、
飲水が自動で供給されます（図
２）。システムの導入に当たっ
てのさまざまな事項、たとえば、
各機器の販売元、機器の接続方
法、水源から飲水槽までの配管
方法、電力設計計算の方法、装
置等の維持管理法などを解説し
た「導入マニュアル」が、筆者の所属である農研機構のホームページの以下のサイトからダ
ウンロードできますので、導入の際は、そちらをご参照ください。
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/
055278.html

複数の放牧地を有す
る場合、次のような条
件であれば、必ずしも
各牧区に１台のシステ
ムを整備する必要はあ
りません。
傾斜地等に複数の牧

区が隣接しているよう
な場合は、１台のシステムがあれば、
最も高い位置に揚水し、高低差を利用
して低部の牧区に飲水が供給できます
（図３）。また、複数の牧区が分散して
いて、牛を移動放牧する場合は、シス
テムをパッケージ化しておくことで、
牛の移牧に合わせシステム一式を移動
して利用することができます（図４）。

（図２）システムの製作例

（図３）現地放牧地における
システムの導入例

（図４）パッケージ化されたシステムの導入例
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